
事業の概要 総事業費
①目的・効果 事業 （実績） 臨時交付金 事業実績に基づく効果及び評価
②交付金を充当する経費内訳  始期 充当額
③事業の対象（交付対象者、対象施設等） 　～終期

千円 千円

1
中小企業事業継
続支援金交付事
業

①地域経済の好循環を図る
②前年対比で売上げが２割以上落ち込んだ事
業者に、一律30万円を支給
④社会福祉法人、病院、金融機関、宗教施設
等を除く町内事業者

産
業
課

Ⅱ-３．事業継
続に困っている
中小・小規模事
業者等への支援

R2.5
　～R2.7 38,400 38,400

中小企業事業継続支援金交付金
　　　38,400,000円（128事業所×30万円）

　支援金交付件数は全128件であり、売上高が
減少した多くの事業者に対し、事業継続への
後押しができた。（Ｒ３年度に廃業した事業
所は１件（要因不明））であり、支援金交付
事業効果はあったものと考える。

2
地域商品券交付
事業

①地域経済の好循環を図る
②利用対象事業所を町内限定とし、地域商品
券を交付
    第１弾：町民一人当たり３千円分
　　　　　　　　　　　　（１千円×３枚）
    第２弾：全町民に一人当たり１万円分
　　　　　　　　　　　　（１千円×10枚）
③第１弾は高校生を除く18歳以上の町民に交
付し、第２弾は10月１日現在で町に住民票登
録している全町民に交付

産
業
課

Ⅲ-２．地域経
済の活性化

R2.5
　～R3.3 75,664 75,664

地域商品券換金　70,637,000円
    第１弾：15,099,000円（15,099枚）
　　　交付15,324枚（換金率98.5％）
    第２弾：55,538,000円（55,538枚）
　　　交付56.370枚（換金率98.5％）
事務費　5,027,158円
　会計年度任用職員報酬　447,772円
　同通勤費　6,000円
　職員時間外勤務手当　156,359円
　一般消耗品　98,856円
　印刷製本費　1,679,634円
　郵便料　1,808,0224円
　換金・振込手数料　830,313円

　地域商品券の消費により、町内経済を下支
えすることができた。
　利用対象事業所（町内限定）は第１弾・第
２弾とも80事業所が指定され、地域商品券が
使用された事業所は第１弾で66事業所
（82.5％）、第２弾では67事業所（83.8％）
となった。地域経済の好循環を図る目的はほ
ぼ達成されたものと考えている。
　なお、第２弾は地域商品券利用開始が11月
からということもあり、石化燃料系の事業所
で全体の1/4の地域商品券が使用されている。

3
子育て支援臨時
交付金支給事業

①子育て世帯の生活を支援
②子育て世帯の生活を支援するため、一律10
万円を支給する
③令和２年４月28日から令和３年２月28日ま
でに出生した子の保護者

町
民
課

Ⅱ-４．生活に
困っている世帯
や個人への支援

R2.7
　～R3.3 1,900 1,900

子育て支援臨時交付金
　　　　　　1,900,000円（19人×10万円）

　コロナ禍における乳幼児を抱える子育て世
帯の経済的負担軽減につながったとともに、
子育てに対する不安払拭の一助となった。

4
子育て世帯応援
給付金事業

①子育て世帯の生活を支援
②児童手当受給世帯に１万円を支給
③児童手当受給世帯

福
祉
課

Ⅱ-４．生活に
困っている世帯
や個人への支援

R2.5
　～R2.8 4,840 4,840

子育て世帯応援給付金
　　　　　　4,840,000円（484世帯×1万円）

　コロナ禍の影響を受けた児童手当受給世帯
（484世帯）に給付金を交付することにより、
当該世帯の生活を支援することができた。

5
子育て世帯応援
給付金事業

①子育て世帯の生活を支援
②児童扶養手当受給世帯に２万円を支給
③児童手当受給世帯（ひとり親世帯）

福
祉
課

Ⅱ-４．生活に
困っている世帯
や個人への支援

R2.5
　～R2.6 720 720

子育て世帯応援給付金
          　 720,000円（36世帯×2万円）

　コロナ禍の影響を受けた児童扶養手当受給
世帯（36世帯）に給付金を交付することによ
り、当該世帯の生活を支援することができ
た。
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6
子育て世帯応援
給付金事業

①子育て世帯の生活を支援
②認定こども園保育料を減免
③０～２歳児の認定こども園在園保護者

福
祉
課

Ⅱ-４．生活に
困っている世帯
や個人への支援

R2.5
　～R3.3 5,780 5,780

認定こども園保育料（R2.4～R3.2月分）
　5,780,325円（園児35名分）
　支払い先は認定こども園

　コロナ禍の影響を受けた認定こども園に在
園する対象世帯の保育料について、本来利用
者世帯が施設に負担するところを町が保育料
助成という趣旨で施設に支払った。コロナ禍
にあって施設利用の保護者の経済・生活が不
規則になりつつある中、当該世帯の経済・生
活を支援することができた。

7
学生生活支援臨
時交付金支給事
業

①高校生以上の学生の生活を支援
②高校生に３万円、大学（院）生・短大生・
専門学校生・予備校生に５万円を支給
③八郎潟町に在住する住民の子弟である高等
学校（予備校を含む）以上の学校に在学する
生徒又は学生

教
育
課

Ⅱ-４．生活に
困っている世帯
や個人への支援

R2.5
　～R2.10 10,273 10,273

学生生活支援臨時交付金　10,240,000円
　高校生等：123名×３万円＝3,690,000円
　大学生等：131名×５万円＝6,550,000円
事務費　33,271円
　　通知郵便料（案内、返信、支給決定）

　義務教育課程を終了しなお勉学に勤しむ高
校生以上の学生に対し支援金を交付すること
により、対象者が学生生活を継続できる一助
となった。

8
図書館パワー
アップ事業

①町立図書館（１ヵ所）の蔵書を充実すると
ともに、図書館ホームページを立ち上げ、図
書検索や一部貸出予約を行うことにより、利
用者の利便性を図り、長時間にわたる館内の
利用者滞留を抑制することにより、館内感染
症予防対策に資する。
③－

教
育
課

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を円
滑に進めるため
の環境整備

R3.2
　～R3.3 2,762 2,762

図書購入費　1,999,482円（954冊）
図書館ホームページ制作委託料　528,000円
加湿器　234,850円（３台）

　前年度に比べ、図書館利用者数で12.0％の
減少、図書貸出し数で4.2％の減少に留まって
いる。コロナ禍にあって、様々な施設利用を
控える傾向化にあって、この減少率は交付金
事業の活用（新書の充実（954冊）、図書館ﾎｰ
ﾑﾍﾟｰｼﾞの更新）の成果であると認識してい
る。
　図書館ホームページによる予約件数は、令
和２年度（従来ホームページによる）は１１
件、令和３年度（ホームページ更新後）は８
件となっている。利用件数は減少したもの
の、利便性が高まった更新後ホームページの
さらなる周知により、利用件数を伸ばしてい
きたい。
　加湿器の設置では、快適な利用環境が整っ
たことにより、利用者の安心度が高まった。
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9
ﾃｲｸｱｳﾄ、宅配推
進事業

①ＮＰＯ法人と若者イベント団体のコラボに
よる「お持ち帰り・宅配」の取り組みを支援
②チラシ作成経費、新聞折込手数料を行政が
負担
③ＮＰＯ法人１事業者

産
業
課

Ⅲ-２．地域経
済の活性化

R2.5
　～R2.6 100 100

周知用チラシ印刷製本費　98,175円
新聞折込手数料　1,650円

　町内飲食店の利用者数が激減する中、テイ
クアウトや宅配といった事業への取り組みを
支援した。町内のＮＰＯ法人・若者イベント
団体が事業の企画や町内飲食店との連絡調整
を行い、また地元郵便局が店頭に設置する
「のぼり」を寄贈するなど、地域ぐるみの取
り組みとなった。
　本事業には２１店舗が参画した。

10
必要物品供給事
業

①町有施設等や町行事・事業における感染症
予防対策を行う。
②マスク、消毒液等の購入に係る経費に充当
する。
③役場庁舎、えきまえ交流館（複合施設）、
農村環境改善センター、地域公民館等３０ヵ
所

総
務
課

Ⅰ-１．マス
ク・消毒液等の
確保

R2.4
　～R3.3 1,630 1,630

消耗品費　合計　1,629,831円
　マスク　892,650円（14,100枚）
　クリアパーティション279,378円（22枚）
　消毒液　431,379円（227個）
　アルコールタオル　14,424円
　　　　　　　　（本体5個、詰替え用1箱）
　フェイスシールド　9,000円（20枚）
　使い捨て用手袋　3,000円（3枚）

　公的施設に消毒液等の感染拡大予防対策を
実施したことにより、施設利用者の感染予防
に役立てられた。

11
防災対策関係事
業

①自然災害が発生した場合の避難所での感染
症予防対策を行う。
②簡易型テントやパーテーションを避難所に
配備し、感染及び感染拡大への予防を徹底す
る。
③町内避難所施設５施設（町民体育館等）

町
民
課

Ⅰ-１．マス
ク・消毒液等の
確保

R2.11
　～R2.11 5,337 5,335

避難所用備品・物品合計　5,336,780円
　消毒液　97,200円（15㎏/缶×15缶）
　ペットボトル水（衛生用）　32,400円
　ガス発電機　297,000円（4個）
　ガス　7,700円（3本入り×10個）
　コードリール　17,160円（2台）
　衛生用消耗品（オムツ）　30,800円
　　　　　（サイズ４種類20箱・1,360枚）
　折りたたみ式マット　211,200円
　　　　　　　　　（16枚入り/箱×10箱）
　マスク　348,480円
　　　普通サイズ100枚入れ/箱×13箱
　　　大　　　　 50枚入れ/箱× 7箱
　テント　2,519,440円（160セット）
　寝袋　323,400円（70枚）
　毛布　462,000円（10枚/組×12組）
　石油ストーブ　990,000円（50個）

　避難所を開設するような災害は発生しな
かったが、コロナ禍での震災等の有事に備
え、避難所の衛生環境を保つための消毒液等
の資材を備蓄することができた。
　現在、旧小学校舎一箇所で備蓄品を集中管
理し、数量等の確認をスムーズに行えるよう
にしている。備蓄場所から最も遠い避難所ま
では車で５分程度の距離であり、有事の際は
本交付金で確保した運搬用軽トラックで各避
難所に災害対応物品等を運ぶこととしてい
る。
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12
農村環境改善セ
ンター空調設備
更新事業

①感染症予防対策として、芸術舞台発表の場
となっている農村環境改善センターの空調設
備を更新する。
②センター内各室の換気又はエアコン設備に
充当。
③センター内の多目的ホールはじめ全７ヵ所

教
育
課

Ⅰ-１．マス
ク・消毒液等の
確保

R2.9
　～R3.3 61,160 61,160

工事設計監理委託料　2,915,000円
空調設備更新工事請負費　58,245,000円
　　換気・冷房設備３ヵ所
　　換気設備３ヵ所
　　冷暖房設備１ヵ所

　館内の空調設備を更新することにより、利
用者の感染防止に役立てられた。

13
町有施設換気型
エアコン設置事
業

①感染症予防対策ため、町有施設に換気型エ
アコンを設置する。
②換気型エアコン設備設置工事費に充当。
老人憩いの家２ヵ所、子育て支援センター
（保健センター内）

保
健
課

Ⅰ-１．マス
ク・消毒液等の
確保

R3.1
　～R3.3 1,595 1,595

換気型エアコン設置工事　1,595,220円
　子育て支援センター　566,500円（1ヵ所）
　老人憩の家　1,028,720円（2ヵ所）

　施設に空調設備を設置することにより、利
用者の感染防止に役立てられた。

14
GIGAスクール端
末導入事業

①国が進めるＧＩＧＡスクール構想に係る１
人１台ＰＣ端末の実現。
②児童生徒数１／３は地方財政措置で事業を
進める。
③町内小中併設校１校

教
育
課

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を円
滑に進めるため
の環境整備

R2.9
　～R3.3 13,080 13,080

八郎潟小中学校情報機器整備事業
　　総事業費22,754,600円
　　　　のうち交付金対象　13,079,600円
　・３人に１台分のうち未整備分
　　　　＠94,050円×17台＝1,598,850円
　・３人に２台分について国からの定額補助
　（45,000円／台）への上乗せ分
　　（小学校分）＠49,050円×130台＝
　　　　　　　　　　　　　　6,376,500円
　　（中学校分）＠60,050円× 85台＝
　　　　　　　　　　　　　　5,104,250円

　小・中学校の児童生徒１人１台のＰＣ端末
保有を実現でき、多様な学習形態のハード面
における環境整備が整った。
　宿題ソフトの利用や生徒児童の自発的なＰ
Ｃ操作が実施できるよう、学校の長期休業時
にはＰＣ端末機を家庭へ持ち帰る取り組みを
実施している。
　リモート遠隔授業はまだ未実施であるが、
コロナ感染拡大による臨時休校時の学習に向
けた支援を進めるため、教師のスキルアップ
や計画的な端末ＰＣの有効活用を進める。

15
選挙投票所感染
症予防対策事業

①選挙投票所での感染症予防対策を徹底し、
適正な選挙が執行されることを目的とする。
②感染症予防対策用備品に充当
③期日前投票所１ヵ所、投票日投票所１ヵ所
（会場同一）

総
務
課

Ⅰ-１．マス
ク・消毒液等の
確保

R2.8
　～R2.8 705 705 ＡＩ体温測定器　704,550円（1台）

　令和２年８月執行の八郎潟町長選挙をはじ
めとする選挙投票所（期日前投票所と同一）
の入り口にＡＩ体温測定器を設置した。体温
が基準値以上の有権者には、投票所内の別記
載台で投票用紙に記入することとし、適正な
選挙が執行されることを目的とした。基準値
以上の体温が測定された有権者はいなかった
ものの、コロナ禍においても投票事務が混乱
なく遂行され、また投票者の安心を確保する
ことができた。
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担
当
課

経済対策
との関係

事業実績

　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

16
町民健康診断感
染症予防対策事
業

①町民の健康診断における感染症予防対策を
講じ、町民が安心して健診を受けることがで
きる環境を整える。
②体温測定器や健診事務従事者のフェース
シールド等に充当。
④健診事務従事者及び健診受診者

保
健
課

Ⅰ-１．マス
ク・消毒液等の
確保

R2.9
　～R3.3 1,280 1,280

感染対策備品、消耗品　総額　1,279,872円
　ＡＩ体温測定器　886,600円（4台）
　フェイスシールド　55,000円
　　　　　　　　　　（5枚入り20セット）
　同　詰め替え用　28,292円（4㍑4個）
　非接触型体温計　52,800円（4本）
　〃（乳幼児用）　14,960円（2本）
　電子体温計　82,500円（30本）
　ラテックスグローブ　8,580円
    　　　　　 Ｍ・Ｌｻｲｽﾞ100枚入り計3箱
　ディスペンサー（液体定量吐出装置）
 　　　　　　　　　　　　9,900円（1個）
　消毒用マルチスタンド　7,040円
　手指消毒剤　35,200円（10個／１㍑）
　防護服セット（公共施設消毒用）
　　　　　　　　　66,000円（5セット）
　AI体温測定器転倒防止板
　　　　　　　　　　　　33,000円（3台）

　令和２年度の町集団検診はコロナ禍のた
め、特定健康診査（基本健康検査）・子宮頸
がん検診・乳がん検診は個別医療機関方式で
実施した。他がん検診は集団にて感染対策を
講じながら実施した。
　次年度以降の町集団検診にもつながるよ
う、検診会場となる保健センターに感染予防
物品等を備えることができた。
　感染リスクの軽減体制が整ったことによ
り、受診者の検診会場での感染リスク不安の
払拭に寄与できた。

17
子ども・子育て
支援交付金

①小学校の臨時休校に、共働き家庭など留守
家庭の留守番をすることが困難な児童を対象
に開所し、子どもの居場所を確保する。
②小学校の臨時休業に伴う臨時開所に係る学
童支援員及び指導員賃金
③交付対象者：学童保育支援員及び指導員
 　対象施設：児童厚生施設（中央児童館）

福
祉
課

①-Ⅰ-８．学校
の臨時休業等を
円滑に進めるた
めの環境整備

R2.4
　～R3.2

122 42
学童支援員追加賃金　122,106円
　Ｒ2年4月・5月分の11日間分
　学童保育支援員計７名（延べ76人日分）

　小学校の相次ぐ臨時休校に伴い、学童保育
を開設したことにより、保護者が仕事等で不
在の児童の居場所を確保できた。
　小学校臨時休業に伴う学童保育の利用は、
登録者121人のうち45.5％にあたる55人（延べ
317人）であった。

18
障害者総合支援
事業費補助金

（特別支援学校の臨時休業に伴う放課後等デ
イサービス支援事業）
①特別支援学校の臨時休業に伴い、保護者が
仕事を休めない世帯において放課後デイサー
ビスの利用が増えたことによる利用者負担増
に対する経済的支援を行う。
②放課後等デイサービスの利用者に対する補
助
③学校臨時休業に伴い、放課後等デイサービ
スの利用者負担額が増加した利用者

福
祉
課

①-Ⅰ-８．学校
の臨時休業等を
円滑に進めるた
めの環境整備

R2.4
　～R2.5 2 1

対象者１名、６日間利用
利用者負担分　2,483円

　特別支援学校の臨時休校に伴い、放課後デ
イサービスを実施したことにより、保護者が
仕事を休めない子ども（１名）の支援につな
がった。



事業の概要 総事業費
①目的・効果 事業 （実績） 臨時交付金 事業実績に基づく効果及び評価
②交付金を充当する経費内訳  始期 充当額
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千円 千円
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19
公立学校情報機
器整備費補助金

（学校からの遠隔学習機能の強化事業）
①臨時休校等の緊急時に学校と児童生徒が円
滑にやりとりを行うために、学校が使用する
カメラやマイクなどの通信装置等を整備し、
ＩＣＴの活用により緊急時にも子どもたちの
学びを保証する。
②カメラ、マイク、同々付属品
③八郎潟小中併設校（小・中学校各１校）

教
育
課

①-Ⅳ-３．リ
モート化等によ
るデジタル・ト
ランスフォー
メーションの加
速

R2.10
　～R3.1 70 39

情報機器備品、消耗品　合計69,960円
　Ｗebカメラ　45,320円（2個）
　三脚　9,240円（2個）
　ＵＳＢマイクロホン　8,360円（2個）
　ＵＳＢスピーカー　7,040円（2個）

　ＧＩＧＡスクール構想の実現を目指した
小・中学校の児童生徒１人１台のＰＣ端末保
有の実現とともに、リモート授業を含めた多
様な学習形態が可能となるよう、パソコン利
用の周辺機器を整備できた。

20
スクールバス運
行環境改善事業

①町で行うスクールバスの１系統について、
これまで乗車運賃が発生する一般旅客運送事
業による一般町民との混乗形式でバス事業者
に運行を委託していた。今回、一般町民との
混乗を認めない専用のスクールバスを運行す
ることにより、感染症リスクを低減すること
を目的にバスを購入する。運行に当たって
は、感染予防の対策をとった車両運行環境を
整える。
②スクールバスの購入
③スクールバス利用の小学生児童

教
育
課

①-Ⅰ-８．学校
の臨時休業等を
円滑に進めるた
めの環境整備

R3.2
　～R3.3 8,868 8,868

車両購入費　8,580,000円
スタッドレスタイヤ　287,760円

　一般町民との混乗形式でバス事業者に運行
を委託していたスクールバス（全２系統）の
うち１系統について、令和３年９月から一般
町民との混乗を認めない専用のスクールバス
を運行している。児童の感染症リスクを大幅
に低減することができた。全児童数181人のう
ちバス利用児童数は38人（21％）であり、本
専用スクールバス利用者はそのうち27人（バ
ス利用者の71％）である。保護者からは大変
喜ばれている。

21

災害時備蓄品運
搬及びイベント
時における感染
症予防対策事業

①避難所開設時に必要となる感染症予防対策
用品等の物資が増加している。災害備品格納
庫（未利用小学校校舎）に一括収納し集中管
理体制を敷くこととしているが、災害発生時
にこれら感染症予防対策用品を各避難所へ運
搬するため、一般職員が運転できる軽トラッ
ク車両を確保するものである。なお、災害が
ない平時では、屋外や町公共施設にて行われ
る町イベントや各種行事における感染症対策
備品等の搬入として使用する。
②感染症予防対策用品運搬車両の購入（AT軽
トラック車）
③災害時：町内避難所施設５施設（町民体育
館等）
　 平時：各種イベント・行事会場及び感染症
対策備品を常設している公共施設等

総
務
課

①-Ⅰ-１．マス
ク・消毒液等の
確保

R3.2
　～R3.3 2,013 2,013

車両購入費　2,013,370円（ＡＴ２台）
　（スタッドレスタイヤ60,000円を含む）

　避難所開設時には、職員がそれぞれの災害
対応にあたるため、職員の誰もが運転できる
ＡＴ仕様の運搬車両が求められていた。
　災害備蓄品は、旧小学校舎一箇所で集中管
理し、数量等の確認をスムーズに行えるよう
にしている。備蓄場所から最も遠い避難所ま
では車で５分程度の距離であり、運搬用軽ト
ラックで各避難所に災害対応物品等を運搬す
ることとしている。
　平時には、各種行事実施会場に感染症対策
備品・物品を運んだり、公共施設等への日常
的な感染予防物品（消毒液等）に運搬に利用
している。



事業の概要 総事業費
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22
児童学習環境等
事業

①本町小中併設校及び学童保育における児童
の学習環境について、教室や特別教室等に感
染症予防を目的とした加湿空気清浄機を整備
し、感染症予防を行う。
③八郎潟小中併設校、児童館（学童保育実施
場所）

教
育
課

①-Ⅰ-１．マス
ク・消毒液等の
確保

R3.2
　～R3.3 1,496 1,496 加湿空気清浄機　1,496,000円（34台）

　これまでは換気を行うためにドアや窓を開
放していたが、冬場には冷たい乾燥した空気
が部屋に流れ込んでいた。加湿器を利用する
ことで適度な湿度を保ちながらの換気が可能
となった。
　小中併設校の全教室及び学童保育を実施す
る中央児童館の各部屋に機器を設置したこと
により、児童生徒の快適な学習環境の場を確
保できた。


